
序
章　
　

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
概
要
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本
論
に
入
る
前
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
よ
く
ご
存
じ
な
い
読
者
の
皆
さ
ん
が
こ
の
本
の
内
容
を
理
解
す
る

上
で
参
考
と
な
る
と
思
わ
れ
る
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
概
要
に
つ
い
て
、
記
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

人
口
、
民
族
、
地
勢
、
歴
史
な
ど

コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
南
ア
メ
リ
カ
の
北
端
に
位
置
し
、
北
は
カ
リ
ブ
海
、
西
は
太
平
洋
に
面
し
て
い
る
海

洋
国
家
で
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
側
に
一
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
太
平
洋
側
に
一
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

長
い
海
岸
線
を
持
っ
て
い
る
。
東
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
、
南
は
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
と
国
境

を
接
し
て
い
る
。
南
米
の
国
で
、
太
平
洋
と
大
西
洋
の
両
方
に
面
し
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
み
で

あ
る
。
島
嶼
を
除
く
と
北
緯
一
二
度
と
南
緯
四
度
の
間
に
あ
り
、
国
土
の
南
部
を
赤
道
が
横
断
し
て
い
る

（
図
１
参
照
）。

面
積
は
、
一
一
三
万
八
九
一
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
日
本
の
三
倍
強
あ
り
、
ま
た
、
国
土
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
ア
ン
デ
ス
山
脈
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
（
図
２
参
照
）。
ア
ン
デ
ス
山
脈
は
、
東
部
山
系
、
中
央

山
系
お
よ
び
西
部
山
系
に
分
岐
し
、
標
高
三
〇
〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
北
の
カ
リ
ブ
海
か



15

序　章

ら
南
部
の
エ
ク
ア
ド
ル
国
境
ま
で
連

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
東
部
山
系
と
中

央
山
系
と
の
間
を
南
米
大
陸
第
四
の

大
河
で
あ
る
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
が
、
中
央

山
系
と
西
部
山
系
と
の
間
を
カ
ウ
カ

河
が
南
か
ら
北
に
流
れ
て
お
り
、
こ
の

山
脈
と
大
河
が
国
土
を
東
西
に
分
断

し
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
山
系
の
な

か
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
三
大
都
市
で
あ

る
ボ
ゴ
タ
首
都
特
別
市
（
約
七
〇
〇
万

人
）、
メ
デ
ジ
ン
市
（
約
二
三
〇
万
人
）、

カ
リ
市（
約
二
二
〇
万
人
）が
存
在
す
る（
図
２
参
照
）。
国
土
の
約
四
〇
％
が
高
原
地
帯
を
含
む
山
岳
地
帯
、

約
六
〇
％
が
平
原
お
よ
び
森
林
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。
カ
リ
ブ
海
沿
岸
に
は
、
バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
市
（
約

一
一
八
万
人
）、
カ
ル
タ
ヘ
ナ
市
（
約
九
三
万
人
）、
サ
ン
タ
マ
ル
タ
市
（
約
三
九
万
人
）
と
い
う
港
湾
都
市

が
点
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
港
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
内
陸
で
産
出
し
た
金
の
積
出
港
と
し
て
古
く
か
ら
栄
え 図1　コロンビアの位置

赤道

ベネズエラ

ブラジル

エクアドル
ペルー

コロンビア

カリブ海
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アマゾン川ペルー

ブラジル

ベネズエラ

エクアドル

赤   道

プトゥマヨ川

パナマ

カリブ海

太平洋

オリノコ川

サン・アンドレス・プロビデンシア県

図2　コロンビアの地形
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アマソナス県

バウペス県

ラ・
グア
ヒラ
県

ウ
イ
ラ
県 グアイニア県

ビチャーダ県

メタ県

グアビアーレ県

カケタ県

ナリーニョ県

セ
サ
ル
県

ト
リ
マ
県

ボ
ゴ
タ
県

コ
ル
ド
バ
県

マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
県

チョコ県

カウカ県

パジ
ェ・
デル
・

カウ
カ県

キンディオ県
リサラルダ県
カルダス県

カサナレ県

アンティオキア県

アトランティコ県

アラウカ県
サン
タン
デー
ル県

クンディナマルカ県

ボヤカ県

ボ
リ
バ
ー
ル
県

ノ
ル
テ
・
デ

サ
ン
テ
ン
デ
ー
ル
県

ス
ク
レ
県

　プトマージョ県

ベネスエラ

エクアドル

ペルー

ブラジル

パナマ

サン・アンドレス・プロビデンシア県

図3　コロンビアの県
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た
が
、
と
く
に
カ
ル
タ
ヘ
ナ
市
は
金
の
集
積
・
保
管

地
と
し
て
、
都
市
全
体
が
海
賊
や
イ
ギ
リ
ス
海
軍
の

襲
撃
を
防
ぐ
た
め
城
壁
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
現
在
世

界
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

気
候
は
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
お
よ
び
太
平
洋
沿
岸
、

カ
リ
ブ
海
と
ボ
ゴ
タ
な
ど
内
陸
都
市
と
を
つ
な
ぐ
主

要
交
通
ル
ー
ト
で
あ
る
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
の
流
域
、
東

部
山
系
の
東
側
に
広
が
る
ジ
ャ
ノ
ス
平
原
な
ら
び
に

南
部
の
熱
帯
雨
林
地
帯
は
、
熱
帯
性
気
候
で
高
温
多

湿
で
あ
り
、
一
方
、
ア
ン
デ
ス
山
系
は
高
原
性
の
気

候
で
、
三
大
都
市
の
存
在
す
る
高
度
二
〇
〇
〇
メ
ー

ト
ル
か
ら
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
帯
は
涼
し
く

〝
常
春
〞
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
高
地
に
主
要
な
都
市

が
発
展
し
た
の
は
、
赤
道
直
下
で
も
蚊
が
い
な
い
た

め
、
マ
ラ
リ
ア
、
デ
ン
グ
熱
、
黄
熱
病
な
ど
の
熱
帯

マグダレナ川下流域の低湿地帯と後方のアンデス東部山系
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病
に
か
か
り
に
く
い
と
い
う
健
康
上
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
花
は
蘭ら
ん

で
あ
る
。

人
口
は
、
約
四
六
〇
〇
万
人
で
南
米
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
ぐ
規
模
で
あ
る
。
そ
の
約
八
〇
％
が
ア
ン
デ

ス
山
系
の
高
原
地
帯
に
住
ん
で
い
る
。
人
種
構
成
は
、
白
人
と
先
住
民
の
混
血
で
あ
る
メ
ス
テ
ィ
ソ
が

五
八
％
、
白
人
二
〇
％
、
白
人
と
黒
人
の
混
血
で
あ
る
ム
ラ
ー
ト
が
一
四
％
、
黒
人
四
％
、
黒
人
と
先
住

民
の
混
血
で
あ
る
サ
ン
ボ
が
三
％
、
先
住
民
一
％
と
多
様
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
歴
史
を
簡
略
に
辿
る
と
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
到
来
す
る
ま
で
は
、
イ
ン
カ
文
明
の
影
響
下

に
あ
っ
た
チ
ブ
チ
ャ
（C
hibucha

）
語
族
を
中
心
と
す
る
先
住
民
が
居
住
し
て
い
た
。
多
く
の
部
族
の
な

か
で
代
表
的
部
族
は
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
に
居
住
し
て
い
た
タ
イ
ロ
ン
族
と
ボ
ゴ
タ
を
中
心
に
広
く
居
住
し

て
い
た
ム
イ
ス
カ
族
で
あ
る
。

現
在
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
領
土
に
は
じ
め
て
上
陸
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
第
二
回
航
海
に
参

加
し
た
ア
ロ
ン
ソ
・
デ･

オ
ヘ
ダ
（A

lonso de O
jeda

）
で
、
一
五
〇
〇
年
に
カ
リ
ブ
海
沿
岸
の
グ
ア
ヒ

ラ
半
島
に
到
着
し
、
一
五
二
六
年
サ
ン
タ
マ
ル
タ
に
最
初
の
植
民
地
を
建
設
し
た
。
こ
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

先
住
民
に
と
っ
て
は
征
服
者
で
あ
る
ス
ペ
イ
ン
人
の
目
的
は
、
専
ら
黄
金
を
求
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ス

ペ
イ
ン
人
た
ち
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
内
陸
部
に
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
（
黄
金
郷
）
伝
説
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

一
五
三
六
年
四
月
、
ゴ
ン
サ
ー
ロ
・
ヒ
メ
ネ
ス
・
デ
・
ケ
サ
ー
ダ
（G

onzalo Jim
énez de Q

uesada

）
を
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隊
長
と
す
る
探
検
隊
を
内
陸
の
高
原
地
帯
に
向
け
派
遣
す
る
。
こ
の
探
検
隊
は
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
を
苦
労

し
て
遡
り
、一
五
三
七
年
三
月
、ム
イ
ス
カ
族
の
住
む
ボ
ゴ
タ
高
地
に
到
着
し
た
。
ヒ
メ
ネ
ス
・
デ
・
ケ
サ
ー

ダ
は
、
ム
イ
ス
カ
族
の
内
紛
を
利
用
し
て
支
配
権
を
獲
得
し
、
一
五
三
八
年
に
ボ
ゴ
タ
植
民
地
を
建
設
し

て
、
こ
の
地
域
を
自
分
の
生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
グ
ラ
ナ
ダ
に
因
ん
で
ヌ
エ
バ
・
グ
ラ
ナ
ダ
（
新
し
い
グ
ラ

ナ
ダ
と
い
う
意
味
）
と
命
名
し
た
。
そ
し
て
、
黄
金
郷
伝
説
が
生
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
グ
ア
タ
ビ
ー
タ
湖

に
辿
り
着
い
た
。
し
か
し
、
同
時
期
に
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
側
か
ら
オ
リ
ノ
コ
河
を
遡
っ
て
ボ
ゴ
タ
に
到
着
し

た
ド
イ
ツ
人
の
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ェ
デ
ル
マ
ン
（N

icolás F
ederm

ann

）
と
エ
ク
ア
ド
ル
側
か
ら
ボ
ゴ
タ
に

到
着
し
た
ピ
サ
ロ
の
部
下
で
あ
る
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
デ
・
ベ
ラ
ル
カ
サ
ル
（Sebastián de B

elalcázar

）

が
グ
ア
タ
ビ
ー
タ
湖
で
ヒ
メ
ネ
ス
・
デ
・
ケ
サ
ー
ダ
と
遭
遇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ど
う
し
て
こ
こ
に
ド

イ
ツ
人
が
登
場
す
る
の
か
と
い
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
南
米
の
探
検
資
金
が
な
か
っ
た
た
め
、
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
開
発
権
を
ド
イ
ツ
の
ヴ
ェ
ル
ザ
ー
（W

elser

）
銀
行
に
譲
渡
し
、
こ
れ
に
よ
り
同
銀
行
か
ら
委
託

さ
れ
た
フ
ェ
デ
ル
マ
ン
が
黄
金
を
求
め
て
ボ
ゴ
タ
高
地
に
や
っ
て
き
た
と
い
う
訳
で
あ
る
。

こ
の
戦
利
品
の
分
捕
り
合
戦
は
、
三
者
間
で
の
争
い
に
は
な
ら
ず
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
調
停
に
委
ね
ら
れ

た
。
結
局
、
ヌ
エ
バ
・
グ
ラ
ナ
ダ
は
三
者
の
い
ず
れ
に
も
与
え
ら
れ
ず
、
直
前
に
死
亡
し
た
サ
ン
タ
マ
ル

タ
の
総
督
の
息
子
に
与
え
ら
れ
た
。
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黄
金
郷
伝
説

グ
ア
タ
ビ
ー
タ
湖
は
、
ボ
ゴ
タ
か
ら
北
に
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ
り
、
海
抜
約

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
あ
る
隕
石
に
よ
り
で
き
た
湖
で
、
発
見
当
時
、
湖
の
直
径
は
約

四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
水
深
は
約
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

ム
イ
ス
カ
族
に
と
っ
て
、
こ
の
湖
は
年
に
二
回
、
父
な
る
太
陽
と
母
な
る
水
に
感
謝
の
供
え

物
を
捧
げ
る
聖
な
る
場
所
で
あ
っ
た
。
こ
の
湖
に
は
、
全
身
を
金
粉
で
飾
り
つ
け
た
祭
司
（
黄

金
男
）
が
筏
に
乗
り
、
湖
に
漕
ぎ
出
し
て
、
黄
金
の
腕
輪
や
冠
お
よ
び
エ
メ
ラ
ル
ド
な
ど
の
供

え
物
と
と
も
に
湖
に
飛
び
込
む
と
い
う
、
エ
ル
・
ド
ラ
ー
ド
の
儀
式
の
伝
説
が
あ
り
、
湖
底
に

は
金
や
エ
メ
ラ
ル
ド
が
た
く
さ
ん
沈
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
宝
の
山
を
め
ぐ
る
人
間
の
欲
望
の
歴
史
を
み
る
と
、
発
見
当
初
か
ら
多
く
の
人
物
が
黄

金
を
採
取
し
よ
う
と
試
み
た
が
排
水
問
題
が
最
大
の
障
害
と
な
っ
て
、
あ
ま
り
大
き
な
成
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
五
六
二
年
に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
セ
プ
ル
ベ
ー
ダ
は
、
八
年
の
歳
月
を
か
け
て
先
住
民
を
使
役

column
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し
て
人
力
で
排
水
し
、
約
四
二
メ
ー
ト
ル

水
位
を
下
げ
て
一
万
二
〇
〇
〇
ペ
ソ
（
当

時
一
ペ
ソ
＝
一
ド
ル
）
相
当
の
金
を
採
取

し
た
。
そ
の
後
、
一
八
二
〇
年
に
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
・
デ
・
パ
ウ
ラ
・
サ
ン
タ
ン
デ
ー

ル
は
一
六
人
の
投
資
家
を
集
め
て
フ
ァ

ン
ド
を
作
り
、
排
水
に
挑
戦
し
た
が
成
功

し
な
か
っ
た
。
一
八
二
五
年
、
ス
ペ
イ
ン

人
の
会
社
が
水
深
を
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
ま

で
低
下
さ
せ
て
、
一
七
万
ド
ル
の
採
掘

権
料
を
支
払
う
の
に
十
分
な
金
と
七
万

ド
ル
相
当
の
エ
メ
ラ
ル
ド
を
採
取
し
た
。

一
八
七
四
年
、
イ
ギ
リ
ス
と
コ
ロ
ン
ビ
ア

の
合
弁
フ
ァ
ン
ド
が
挑
戦
し
た
が
、
失
敗

に
終
っ
た
。
一
九
三
二
年
、
米
国
人
が

グアタビータ湖。画面中央左が切り崩された部分
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潜
水
夫
を
潜
ら
せ
て
調

査
し
、
ま
た
イ
ギ
リ
ス

と
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
合
弁

フ
ァ
ン
ド
が
湖
岸
を
爆

破
す
る
作
業
を
始
め
た

が
、
政
府
が
そ
れ
を
禁

止
し
た
。
前
頁
と
上
の

二
枚
の
写
真
は
爆
破
に

よ
り
え
ぐ
り
と
ら
れ
た

湖
岸
を
高
台
と
地
上
か

ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ

る
。

現
在
グ
ア
タ
ビ
ー
タ
湖
は
、
人
間
の
欲
望
に
よ
る
湖
岸
の
破
壊
と
い
う
無
残
な
爪
跡
を
残
し

た
ま
ま
静
か
に
歴
史
を
伝
え
て
い
る
。

切り崩された湖岸を地上から見上げる
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写
真
は
、
一
八
五
六
年
に
シ
エ
チ
ャ

湖
か
ら
探
し
出
さ
れ
た
エ
ル
・
ド
ラ
ー

ド
の
儀
式
の
筏
細
工
（
黄
金
製
）
で
あ

る
。

コロンビア共和国銀行黄金博物館所蔵
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コ
ロ
ン
ビ
ア
は
、
他
の
南
米
諸
国
と
同
じ
く
、
一
八
〇
七
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
に
侵
入
し
自

分
の
兄
を
ス
ペ
イ
ン
の
国
王
に
就
け
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
生
じ
た
ス
ペ
イ
ン
独
立
戦
争
中
の
一
八
一
〇

年
七
月
二
〇
日
に
独
立
を
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
敗
北
後
一
八
一
五
年
に
始
ま
っ
た
ス
ペ

イ
ン
の
レ
コ
ン
キ
ス
タ
（
再
征
服
）
に
よ
り
一
八
一
六
年
ボ
ゴ
タ
が
ス
ペ
イ
ン
の
再
占
領
下
に
入
っ
た
。

パ
ブ
ロ
・
モ
リ
ー
ジ
ョ
将
軍
が
率
い
る
五
〇
〇
〇
人
の
ス
ペ
イ
ン
軍
の
独
立
解
放
派
に
対
す
る
攻
撃
は
厳

し
く
、
一
八
一
六
年
に
ボ
ゴ
ダ
を
再
占
領
し
て
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
軍
に
よ
る
ヌ
エ
バ
・
グ
ラ
ナ
ダ
の
政
治

家
、
軍
人
に
対
す
る
処
刑
は
三
〇
〇
人
を
超
え
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に
、
一
八
一
九
年
八
月
七

日
の
ボ
ヤ
カ
の
戦
い
に
お
い
て
シ
モ
ン
・
ボ
リ
ー
バ
ル
率
い
る
独
立
解
放
軍
が
ス
ペ
イ
ン
軍
を
破
る
ま
で

の
独
立
解
放
戦
争
に
よ
る
死
者
数
は
、
一
〇
万
人
か
ら
一
五
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
独
立
解
放

戦
争
の
死
者
数
は
、
当
時
の
人
口
約
一
三
〇
万
人
の
七・七
％
か
ら
一
一・五
％
に
相
当
す
る
激
甚
な
も
の

で
あ
り
、
当
時
の
犠
牲
者
が
す
べ
て
男
子
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
、
男
子
の
平
均
寿
命
が
二
五
歳
（
経
済
学

者
カ
ル
マ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ
の
推
計N

ueva historia económ
ica de C

olom
bia, 2010, p.75

）
で
あ
っ
た
社
会
を

前
提
と
す
る
と
、
概
ね
一
五
歳
以
上
の
銃
を
持
っ
た
男
性
の
二
人
に
一
人
の
割
合
で
戦
死
し
た
と
い
う
計

算
に
な
る
。
こ
れ
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
歴
史
上
最
大
の
犠
牲
者
割
合
で
あ
る
。
シ
モ
ン
・
ボ
リ
ー
バ
ル
率

い
る
独
立
解
放
軍
が
一
八
一
九
年
八
月
七
日
の
ボ
ヤ
カ
の
戦
い
に
お
い
て
ス
ペ
イ
ン
軍
を
破
り
、
よ
う
や
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く
真
の
独
立
が
達
成
さ
れ
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
旗
は
、
上
半
分
が
黄
色
、
下
半
分
が
青
と
赤
の
帯
状
に
区
分
さ
れ
た
三
色
旗
で
あ
る
。

黄
色
は
黄
金
を
連
想
さ
せ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
富
を
象
徴
し
、
青
は
美
し
い
自
然
の
空
と
海
を
象
徴
し
、
赤

は
独
立
解
放
の
た
め
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
民
が
流
し
た
血
す
な
わ
ち
愛
国
心
を
象
徴
す
る
と
説
明
さ
れ
て
い

る
。

二　

地
理
的
条
件
、
人
口
の
動
態
と
社
会
経
済
構
造

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と
い
う
歴
史
的
事
象
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、ま
ず
そ
の
地
理
的
条
件
、

人
口
の
動
態
お
よ
び
社
会
経
済
構
造
を
十
分
に
認
識
し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
土
に
つ
い
て
は
、
既
に
述
べ
た
と
お
り
三
本
の
ア
ン
デ
ス
山
系
と
二
本
の
大
河
が

南
北
を
縦
断
し
て
お
り
、
国
土
は
、
太
平
洋
沿
岸
部
、
カ
リ
ブ
海
沿
岸
部
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
東
側
に

広
が
る
ジ
ャ
ノ
ス
平
原
、
南
部
の
熱
帯
雨
林
地
帯
と
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
内
部
の
五
つ
の
地
域
に
分
か
れ
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る
。
従
っ
て
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
側
の
東
か
ら
太
平
洋
沿
岸
に
国
土
を
横
断
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
熱
帯
か
ら
高

度
三
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
雪
山
を
越
え
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
の
海
抜
レ
ベ
ル
の
熱
帯
に
降
り
、
再
び
高
度

三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
か
ら
四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
中
央
山
系
を
越
え
、
再
び
カ
ウ
カ
河
流
域
ま
で
降
り

て
三
度
高
度
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
西
部
山
系
を
越
え
、熱
帯
の
太
平
洋
沿
岸
に
降
り
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
形
に
よ
り
、
国
土
は
地
域
的
に
分
断
さ
れ
て
お
り
、
交
通
手
段
の
未
発
達
と
あ
わ
せ
て
中

央
政
府
の
統
制
が
効
か
な
い
時
代
が
最
近
ま
で
続
い
た
。
こ
れ
が
、
伝
統
的
に
地
方
の
自
立
性
が
強
い
と

い
う
特
徴（
注
）を

も
た
ら
し
て
い
る
。

（
注
）
中
央
政
府
の
統
制
が
効
か
な
い
な
か
で
、
一
九
世
紀
の
前
半
以
降
、
二
大
政
党
制
下
の
政
党
の
み
が
全
国

的
組
織
を
持
ち
、
中
央
政
府
に
代
わ
る
機
能
を
有
し
た
。
こ
の
政
党
が
果
た
し
た
大
き
な
役
割
に
つ
い
て

ビ
オ
レ
ン
シ
ア
を
理
解
す
る
た
め
に
十
分
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

次
に
、人
口
は
、ス
ペ
イ
ン
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
入
植
し
た
当
時
（
一
六
世
紀
は
じ
め
）
は
、イ
ン
デ
ィ
オ
（
先

住
民
）
が
約
六
〇
〇
万
人
い
た
と
推
計
さ
れ
て
い
る
が
、
ス
ペ
イ
ン
人
が
持
ち
込
ん
だ
は
し
か
、
天
然
痘
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
チ
フ
ス
な
ど
の
病
気
に
よ
り
、
一
六
〇
〇
年
に
は
五
〇
万
人
程
度
ま
で
に
激
減
し
て

い
る
。
一
七
七
八
年
の
人
口
調
査
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
約
七
九
万
人
で
、
白
人
二
〇
万
人
、
イ
ン
デ
ィ
オ

一
六
万
人
、混
血
（
メ
ス
テ
ィ
ソ
、サ
ン
ボ
、ム
ラ
ー
ト
の
合
計
）
三
七
万
人
、奴
隷
（
黒
人
）
七
万
人
と
な
っ
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て
い
る
（
表
１
参
照
）。

表
２
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
口
の
推
移
と
人
口
の
伸
び
率
（
年

率
）
を
国
勢
調
査
の
結
果
に
従
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
一
九
世
紀
の
人
口
は
、
約
一
〇
〇
万
人
（
一
八
〇
〇

年
）
か
ら
約
四
〇
〇
万
人
（
一
九
〇
〇
年
）
と
約
四
倍
に
増
加
し

て
い
る
も
の
の
、そ
の
人
口
規
模
は
極
め
て
小
さ
い
。
ち
な
み
に
、

日
本
の
歴
史
で
見
る
と
、
大
宝
律
令
、
大
化
の
改
新
の
頃
（
七
世

紀
中
頃
）
の
人
口
が
約
四
五
〇
万
人
と
推
計
（
亀
頭
宏
『
人
口
か

ら
読
む
日
本
の
歴
史
』
講
談
社
学
術
文
庫
）
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
よ
り
も
少
な
い
人
口
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
か
つ
、
表
１

の
地
域
別
人
口
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ア
ン
デ
ス
山
脈
の
高
原

地
帯
に
人
口
の
四
分
の
三
が
住
ん
で
お
り
、
沿
岸
部
お
よ
び
ジ
ャ

ノ
ス
平
原
の
人
口
は
全
く
過
疎
状
態
に
あ
っ
た
。

ま
た
、
表
１
の
ア
ン
デ
ス
山
系
の
な
か
の
都
市
の
人
口
を
見
て

も
明
ら
か
な
と
お
り
、
古
く
か
ら
首
都
ボ
ゴ
タ
が
他
の
地
方
都
市

表1　1778年の人口調査
（単位：1000人、％）

地域 白人 インディオ 混血 奴隷 合計 構成割合
カリブ海沿岸 18.8 28.6 100.9 14.1 162.3 20.5

アンデス山系 182.4 107.5 256.4 41.2 587.4 74.1

うち　ボゴタ (25.3) (31.6) (30.2) (1.2) (88.3) (11.1)

　　   ポパヤン (20.9) (27.3) (30.8) (18.7) (97.7) (12.3)

　　   メデジン (7.9) (2.1) (27.5) (8.9) (46.5) (5.9)

太平洋沿岸 0.8 6.7 7.3 7.2 22.0 2.8

ジャノス平原 1.6 15.2 4.0 0.1 20.9 2.6

合計 203.5 155.2 368.6 65.2 792.6 100

構成割合 25.7 19.6 46.5 8.2 100

出所：Salomón Kalmanovitz, Nueva historia económica de Colombia, 2010, p.43
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と
比
べ
て
明
ら
か
に
優
位
な
地
位
を

占
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
二
〇

世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
メ
デ
ジ
ン
や

バ
ラ
ン
キ
ー
ジ
ャ
な
ど
の
都
市
と
大

差
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
地
形
の

要
因
に
加
え
て
、
地
方
の
独
立
性
を

高
め
て
地
域
間
の
対
立
を
激
し
く
し

た
ひ
と
つ
の
要
因
で
あ
る
。

一
方
、人
口
の
急
激
な
増
加
（
一
九

世
紀
中
四
倍
、
二
〇
世
紀
中
一
〇
倍

強
）
に
よ
り
、
高
原
地
帯
か
ら
ジ
ャ

ノ
ス
平
原
、
マ
グ
ダ
レ
ナ
河
流
域
な

ど
の
低
地
や
国
境
地
帯
へ
の
人
口
の

移
動
が
二
〇
世
紀
末
ま
で
継
続
し

た
。
さ
い
わ
い
、
二
〇
世
紀
前
半
ま

表2　コロンビアの人口の推移
（単位：1000人、％）

調査年 合計 男子 女子 伸び率(年率)

1778 792.7 1

1825 1,299.3 600.7 628.5

1835 1,686.0 875.7 809.8

1843 1,931.3 924.5 1,007.2 1.9

1851 2,243.7 1,088.6 1,155.1 1.7

1870 2,916.7 1,420.8 1,495.9 1.4

1905 4,533.8

1912 5,072.6 2,324.5 2,509.8 1.4

1918 5,855.1 2,749.4 3,105.7 2.2

1938 8,697.0 4,310.2 4,386.9 2.0

1951 11,548.2 5,742.1 5,806.1 2.2

1964 17,484.5 8,614.7 8,869.9 3.2

1973 20,785.2 10,242.7 10,542.5 3.0

1985 27,837.9 13,777.7 14,060.2 2.3

1993 33,109.8 16,296.5 16,813.3 2.2

2005 42,090.5 20,891.6 21,198.9 1.8

(2009) (46,000.0)

出所：DANE, David Bushnell, Colombia; Una nación a pesar de sí 

misma, 2007, p.443

（注）男子と女子の計が合計と一致しない場合があるのは、軍隊の兵士を含
まない調査年があるためである。
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で
は
、
ア
ン
デ
ス
山
系
に
所
在
す
る
伝
統
的
農
場
を
除
き
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
可
耕
地
の
大
部
分
は
未
開
墾

地
で
あ
り
、
増
加
し
た
人
口
を
養
う
た
め
の
土
地
は
十
分
に
存
在
し
た
。
従
っ
て
、
農
業
の
歴
史
は
土
地

の
占
有
と
取
得
を
め
ぐ
っ
て
周
辺
部
に
向
け
て
展
開
し
た
。
と
く
に
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
は
じ

め
の
コ
ー
ヒ
ー
ブ
ー
ム
の
時
期
に
、
問
題
が
多
発
し
た
。
零
細
農
民
は
、
所
有
権
登
記
な
ど
の
制
度
が
十

分
整
備
さ
れ
て
い
な
い
な
か
で
、
土
地
紛
争
や
訴
訟
に
巻
き
込
ま
れ
、
国
家
権
力
と
く
に
秩
序
維
持
の
た

め
の
軍
隊
と
警
察
の
不
在
（
二
〇
〇
一
年
時
点
で
も
、
約
二
割
の
市
町
村
に
警
察
署
が
な
か
っ
た
）
の
な
か
で

武
力
に
よ
る
自
力
救
済
に
走
り
、
こ
れ
が
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
に
発
展
す
る
原
因
と
な
っ
た（
注
）。

一
九
世
紀
末
の

農
業
従
事
者
の
割
合
が
約
七
割
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
拡
大
の
過
程

が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
特
有
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
と
重
要
な
因
果
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
注
）
サ
ン
タ
ン
デ
ー
ル
大
統
領
に
よ
り
共
和
制
の
基
礎
が
確
立
し
た
一
八
三
二
年
か
ら
、
ヌ
ニ
ェ
ス
大
統
領
に

よ
り
中
央
集
権
的
な
憲
法
が
制
定
さ
れ
る
一
八
八
六
年
ま
で
の
間
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
外
国
か
ら
の
侵
略
を

経
験
し
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
軍
隊
の
兵
士
数
が
三
五
〇
〇
人
を
超
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、

国
家
警
察
が
創
設
さ
れ
た
の
は
、
一
八
八
六
年
憲
法
制
定
後
ヌ
ニ
ェ
ス
政
権
に
お
い
て
で
あ
る
。

ラ
・
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
終
息
後
の
一
九
六
〇
年
の
農
地
の
保
有
状
況
を
見
る
と
、
二
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
未
満
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の
農
地
の
所
有
者
が
八
六
％
で
、
全
農
地
面
積
の

一
五
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
小
規
模
農
業

者
が
、
バ
ナ
ナ
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
の
食
糧
を
生

産
し
、
大
土
地
所
有
者
は
、
綿
花
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、

米
の
生
産
や
牧
畜
業
を
営
ん
だ
。
コ
ー
ヒ
ー
の
生

産
農
家
は
、
家
族
経
営
が
中
心
で
、
一・五
ヘ
ク

タ
ー
ル
か
ら
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
規
模
で
あ
っ

た
。さ

ら
に
、
農
村
の
社
会
構
造
は
、
大
土
地
所
有

者
が
パ
ト
ロ
ン
と
な
り
多
数
の
小
規
模
自
作
農
民

や
小
作
農
民
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
し
て
面
倒
を
見

る
郷
党
的
親
分
―
子
分
関
係
（clientelism

o

）
が

存
在
し
、
こ
の
身
分
的
関
係
が
農
村
共
同
体
を
支

配
し
た
。
ボ
ス
が
属
す
政
党
に
す
べ
て
の
子
分
が

従
属
す
る
と
い
う
関
係
は
、
ボ
ス
へ
の
忠
誠
が
党

日本へ輸出するカーネーションの出荷作業
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組
織
へ
の
忠
誠
に
置
き
換
わ
る
と
い
う
形
と
な
り
、
地
方
に
お
い
て
政
治
的
な
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
が
生
じ
る

原
因
と
な
っ
た
。
こ
の
構
造
は
、
地
方
に
お
い
て
農
民
は
ボ
ス
の
所
有
物
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
、
市
民
社

会
の
発
展
を
阻
害
す
る
作
用
を
果
た
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
学
者
で
あ
る
ダ
ニ
エ
ル
・
ペ
コ
ー

は
、
こ
の
農
村
社
会
構
造
は
、
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
に
も
、
ま
た
逆
に
社
会
の
安
定
に
も
両
方
に
作
用
す
る
も

の
で
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
（LA

S FA
R

C
 2008, p.17

）。




